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このたび、 の 用上の注意 を改訂しましたので、 知ら いたします。 

の の 用に しましては、本 を適 用 として 用 います う い  

し上 ます。 
 

本 及び に関する 合 に ましては、 薬 者

または ーザ hhc トラ ンまで い。 

ーザ hhc トラ ン 
フ ー ：0120 223 698 

（ ： 日 9:00 18:00／ 日・ 日 9:00 17:00） 
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改訂  

） 薬 薬 に る改訂 
 

剤  

 

併用  

及び 併用 の に れているフィブラート 薬剤との併用に 
る注意 を重要な 本 注意と併用注意に れ れ 行 

 
剤  

重 な 注意 フィブラート 薬剤との併用に る注意 を追加 

ン チン 剤の  

重  フィブラート 薬剤（ベザフィブラート等）を投与中の患者 を追加 

） 薬 薬 に る改訂 に 改訂 
 

剤  

併用注意 フィブラート 薬剤との併用に る 危険因子 の を改訂 

） 分薬 に る 改訂に 改訂 
 

アト チン 剤： 分薬（ トー 、 ト ） 

併用注意 レ ビ を追加 

ロ チン 剤： 分薬（クレ トー ） 

併用注意 グレ レビ ・ ブレン ビ 及び グラ レビ ／ ビ を追加 

改訂 に ましては 薬 全 （DSU：Drug Safety Update）No. 274 に の です。 

）  
 

チン Ca EE 及び ン チン EMEC  

重大な副作用 急性腎不全 を 急性腎障害 に  
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改訂 改訂 （ 剤 ）  

1． ト チ 1  
＜改訂部分抜粋＞ 下線部分を改訂いたしました (   部分を追加、   部分を削除)｡

改訂後 改訂前 

削除 
 

 
（ に な こと とする

、 に とする に 重に すること） 

腎機能に関する臨床検査値に異常が認められる患者に、

本剤とフィブラート 薬剤を併用する場合には、 上

や を ないと れる場合にの 併用すること。 
〔横紋筋融解症があらわれやすい。（ 用 の ）〕 

  
2．重 な 注意 

：省略（変更なし） 
腎機能に関する臨床検査値に異常が認められる患者

に、本剤とフィブラート 薬剤を併用する場合には、

上や を ないと れる場合にの 併用す

ること。急激な腎機能悪化を伴う横紋筋融解症があ

らわれやすい。や を 併用する場合には、

に腎機能検査等を し、自覚症状（筋肉痛、脱

力感）の発現、CK（CPK）上昇、血中及び尿中ミオ

グロビン上昇並びに血清クレアチニン上昇等の腎機

能の悪化を認めた場合は直ちに投与を中止すること。 
：省略（変更なし） 

2．重 な 注意 
：省略 

 

． 作用 
省略（変更なし） 
⑴併用 （併用 な こと） 

省略（変更なし） 

． 作用 
省略 
⑴併用 （併用 な こと） 

省略 
 ⑵ 併用 （ と 併用 な こと） 

腎機能に関する臨床検査値に異常が認められる患者

では として併用しないこととするが、 上や

を ないと れる場合にの 重に併用する

こと。  
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

フィブラート系薬

剤 

ベザフィブラー

ト等 

急激な腎機能悪化を

伴う横紋筋融解症が

あらわれやすい。自

覚症状（筋肉痛、脱

力感）の発現、CK
（CPK）の上昇、血中

及び尿中ミオグロビ

ン上昇並びに血清ク

レアチニン上昇等の

腎機能の悪化を認め

た場合は直ちに投与

を中止すること。 

機序：フィブラー

ト 薬剤とHMG  

CoA 害

剤との 用 発

性の 加 用 
危険因子：腎機能

に関する臨床検査

値に異常が認めら

れる患者 
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＜改訂部分抜粋＞ 下線部分を改訂いたしました (   部分を追加、   部分を削除)｡

改訂後 改訂前 

⑵併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 
フィブラート系薬

剤 
ベザフィブラー

ト等 

筋肉痛、脱力感、CK
（CPK）上昇、血中及

び尿中ミオグロビン

上昇を特徴とし、急

激な腎機能悪化を伴

う横紋筋融解症があ

らわれやすいとの

がある。 

機序：フィブラー

ト 薬剤とHMG  

CoA 害

剤との 用 発

性の 加 用が

れている。 
危険因子：腎機能

に関する臨床検査

値に異常が認めら

れる患者 
チ 剤 

ニ トロー

等 

機序：ニ チン

剤と HMG CoA 
害剤と

の 用 発性の

加 用が

れている。 
危険因子：腎機能

障害 
省略 (変更なし) 

ラ  グラ レビ との

併用に 本剤の血

中薬 度が上昇

した（Cmax：5.66 、

AUC0 ：3.00 ）と

の がある。 

機序：グラ レ

ビ に る の

CYP3A 及び

性 （BCRP）
の 害が えられ

ている。 
 レ ビ との併

用に 本剤の血

中薬 度が上昇し

た（Cmax：2.17 、

AUC0 ：3.29 ）と

の がある。 

機序：レ ビ

に る  CYP3A 
の 害、本剤の

の 害

及び 性

（BCRP）の 害が

えられている。 
省略 (変更なし) 

 

⑶併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 
フィブラート系薬

剤 
ベザフィブラー

ト等 
チ 剤 

ニ トロー

等 

筋肉痛、脱力感、CK
（CPK）上昇、血中及

び尿中ミオグロビン

上昇を特徴とし、急

激な腎機能悪化を伴

う横紋筋融解症があ

らわれやすいとの

がある。 

機序：フィブラー

ト 薬剤 はニ

チ ン 剤 と

HMG CoA
害剤との

用 発性の 加

用が れてい

る。 
危険因子：腎機能

障害 
省略 

ラ  グラ レビ との

併用に 本剤の血

中薬 度が上昇

した（Cmax：5.66 、

AUC0 ：3.00 ）と

の がある。 

機序：グラ レ

ビ に る の

CYP3A 及び

性 （BCRP）
の 害が えられ

ている。 
省略 

 

2． ト 1 2 4  
＜改訂部分抜粋＞ 下線部分を改訂いたしました (   部分を追加、   部分を削除)｡

改訂後 改訂前 

削除 
 

 
（ に な こと とする

、 に とする に 重に すること） 

腎機能に関する臨床検査値に異常が認められる患者に、

本剤とフィブラート 薬剤を併用する場合には、 上

や を ないと れる場合にの 併用すること。 
〔横紋筋融解症があらわれやすい。 用 、アト

チンの 〕 
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＜改訂部分抜粋＞ 下線部分を改訂いたしました (   部分を追加、   部分を削除)｡

改訂後 改訂前 

2．重 な 注意 
省略（変更なし） 

：省略（変更なし） 
ト チ  

：省略（変更なし） 
腎機能に関する臨床検査値に異常が認められる患者

に、本剤とフィブラート 薬剤を併用する場合には、

上や を ないと れる場合にの 併用す

ること。急激な腎機能悪化を伴う横紋筋融解症があ

らわれやすい。や を 併用する場合には、

に腎機能検査等を し、自覚症状（筋肉痛、脱

力感）の発現、CK（CPK）上昇、血中及び尿中ミオ

グロビン上昇並びに血清クレアチニン上昇等の腎機

能の悪化を認めた場合は直ちに投与を中止すること。 
：省略（変更なし） 

2．重 な 注意 
省略 

：省略 
ト チ  

：省略 
 

． 作用 
省略（変更なし） 
⑴併用 （併用 な こと） 

省略（変更なし） 

． 作用 
省略 
⑴併用 （併用 な こと） 

省略 
 ⑵ 併用 （ と 併用 な こと） 

ト チ  

腎機能に関する臨床検査値に異常が認められる患者

では として併用しないこととするが、 上や

を ないと れる場合にの 重に併用する

こと。  
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

フィブラート系薬

剤 

ベザフィブラー

ト等 

急激な腎機能悪化を

伴う横紋筋融解症が

あらわれやすい。自

覚症状（筋肉痛、脱

力感）の発現、CK
（CPK）の上昇、血中

及び尿中ミオグロビ

ン上昇並びに血清ク

レアチニン上昇等の

腎機能の悪化を認め

た場合は直ちに投与

を中止すること。 

機序：フィブラー

ト 薬剤とHMG
CoA 害

剤との 用 発

性の 加 用 
危険因子：腎機能

に関する臨床検査

値に異常が認めら

れる患者 
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＜改訂部分抜粋＞ 下線部分を改訂いたしました (   部分を追加、   部分を削除)｡

改訂後 改訂前 

⑵併用注意（併用に注意すること） 

：省略（変更なし） 
ト チ  
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

フィブラート系薬

剤 
ベザフィブラー

ト等 

筋肉痛、脱力感、CK
（CPK）上昇、血中及

び尿中ミオグロビン

上昇を特徴とし、急

激な腎機能悪化を伴

う横紋筋融解症があ

らわれやすいとの

がある。 

機序：フィブラー

ト 薬剤とHMG  

CoA 害

剤との 用 発

性の 加 用が

れている。 
危険因子：腎機能

に関する臨床検査

値に異常が認めら

れる患者 
チ 剤 

ニ トロー

等 

 機序：ニ チン

剤とHMG CoA
害剤と

の 用 発性の

加 用が

れている。 
危険因子：腎機能

障害 
省略 (変更なし) 

ラ  グラ レビ との併

用に アト

チンの血 中薬

度が上昇した（Cmax：

5.66 、AUC0 ：3.00 
）との がある。 

機序：グラ レ

ビ に る の 

CYP3A 及び

性 （BCRP）
の 害が えられ

ている。 
 レ ビ との併用

に アト チ

ンの血 中薬 度

が上昇した（Cmax：

2.17 、AUC0 ：3.29
）との がある。 

機序：レ ビ

に る CYP3A
の 害、アト

チンの の

害及び

性

（BCRP）の 害が

えられている。 
省略 (変更なし)   

⑶併用注意（併用に注意すること） 

：省略 
ト チ  
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

フィブラート系薬

剤 
ベザフィブラー

ト等 

チ 剤 
ニ トロー

等 

筋肉痛、脱力感、CK
（CPK）上昇、血中及

び尿中ミオグロビン

上昇を特徴とし、急

激な腎機能悪化を伴

う横紋筋融解症があ

らわれやすいとの

がある。 

機序：フィブラート

薬剤 はニ チ

ン 剤と HMG  

CoA 害

剤との 用 発

性の 加 用が

れている。 
危険因子：腎機能

障害 
省略 

ラ  グラ レビ との併

用に アト

チンの血 中薬

度が上昇した（Cmax：

5.66 、AUC0 ：3.00 
）との がある。 

機序：グラ レ

ビ に る の 
CYP3A 及び

性 （BCRP）
の 害が えられ

ている。 
省略 

 

． チ 1 2 4  
＜改訂部分抜粋＞ 下線部分を改訂いたしました (   部分を追加、   部分を削除)｡

改訂後 改訂前 

削除 
 

 
（ に な こと とする

、 に とする に 重に すること） 

腎機能に関する臨床検査値に異常が認められる患者に本

剤とフィブラート 薬剤を併用する場合には、 上や

を ないと れる場合に ること。 
〔横紋筋融解症があらわれやすい。 用 の 〕 
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＜改訂部分抜粋＞ 下線部分を改訂いたしました (   部分を追加、   部分を削除)｡

改訂後 改訂前 

2．重 な 注意 
省略（変更なし） 

：省略（変更なし） 
腎機能に関する臨床検査値に異常が認められる患者

に、本剤とフィブラート 薬剤を併用する場合には、

上や を ないと れる場合にの 併用す

ること。急激な腎機能悪化を伴う横紋筋融解症があ

らわれやすい。や を 併用する場合には、

に腎機能検査等を し、自覚症状（筋肉痛、脱

力感）の発現、CK（CPK）上昇、血中及び尿中ミオ

グロビン上昇並びに血清クレアチニン上昇等の腎機

能の悪化を認めた場合は直ちに投与を中止すること。 
：省略（変更なし） 

2．重 な 注意 
省略 

：省略 
 

． 作用 
省略（変更なし） 
⑴併用 （併用 な こと） 

省略（変更なし） 

． 作用 
省略 
⑴併用 （併用 な こと） 

省略 
 ⑵ 併用 （ と 併用 な こと） 

腎機能に関する臨床検査値に異常が認められる患者で

は として併用しないこととする。 上や を

ないと れる場合にの 重に併用すること。  
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

フィブラート系薬
剤 
ベザフィブラー
ト等 

急激な腎機能悪化を
伴う横紋筋融解症が
あらわれやすい。自
覚症状（筋肉痛、脱
力感）の発現、CK
（CPK）上昇、血中及
び尿中ミオグロビン
上昇並びに血清クレ
アチニン上昇等の腎
機能の悪化を認めた
場合は直ちに投与を
中止すること。 

危険因子：腎機能
に関する臨床検査
値に異常が認めら
れる場合 

  
⑵併用注意（併用に注意すること）  

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 
フィブラート系薬
剤 
ベザフィブラー 
ト等 

急激な腎機能悪化を
伴う横紋筋融解症が
あらわれやすい。自
覚症状（筋肉痛、脱
力感）の発現、CK
（CPK）上昇、血中及
び尿中ミオグロビン
上昇並びに血清クレ
アチニン上昇等の腎
機能の悪化を認めた
場合は直ちに投与を
中止すること。 

剤とも横紋筋融
解症が れて
いる。 
危険因子：腎機能
に関する臨床検査
値に異常が認めら
れる患者 

省略 (変更なし)   

⑶併用注意（併用に注意すること）  
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

フィブラート系薬
剤 
ベザフィブラー
ト等 

急激な腎機能悪化を
伴う横紋筋融解症が
あらわれやすい。自
覚症状（筋肉痛、脱
力感）の発現、CK
（CPK）上昇、血中及
び尿中ミオグロビン
上昇並びに血清クレ
アチニン上昇等の腎
機能の悪化を認めた
場合は直ちに投与を
中止すること。 

腎機能障害の
に わら 、
剤とも横紋筋融解
症が れてい
る。 

省略 
 

4．副作用 
省略（変更なし） 
⑴重大な副作用（頻度不明） 

1)横紋筋融解症 筋肉痛、脱力感、CK（CPK）上昇、

血中及び尿中ミオグロビン上昇を特徴とする横

紋筋融解症があらわれ、これに伴って急性腎障

害等の重篤な腎障害があらわれることがあるの

で、この うな症状があらわれた場合には投与

を中止すること。 
2)～ )：省略（変更なし） 

4．副作用 
省略 
⑴重大な副作用（頻度不明） 

1)横紋筋融解症 筋肉痛、脱力感、CK（CPK）上昇、

血中及び尿中ミオグロビン上昇を特徴とする横

紋筋融解症があらわれ、これに伴って急性腎不

全等の重篤な腎障害があらわれることがあるの

で、この うな症状があらわれた場合には投与

を中止すること。 
2)～ )：省略 



－8－

4． チ 2  
＜改訂部分抜粋＞ 下線部分を改訂いたしました (   部分を追加、   部分を削除)｡

改訂後 改訂前 

削除 
 

 
（ に な こと とする

、 に とする に 重に すること） 

腎機能に関する臨床検査値に異常が認められる患者に、

本剤とフィブラート 薬剤を併用する場合には、 上

や を ないと れる場合にの 併用すること。 
〔横紋筋融解症があらわれやすい。（ 用 の ）〕 

  
2．重 な 注意 

：省略（変更なし） 
腎機能に関する臨床検査値に異常が認められる患者

に、本剤とフィブラート 薬剤を併用する場合には、

上や を ないと れる場合にの 併用す

ること。急激な腎機能悪化を伴う横紋筋融解症があ

らわれやすい。や を 併用する場合には、

に腎機能検査等を し、自覚症状（筋肉痛、脱

力感）の発現、CK（CPK）上昇、血中及び尿中ミオ

グロビン上昇並びに血清クレアチニン上昇等の腎機

能の悪化を認めた場合は直ちに投与を中止すること。 
：省略（変更） 

2．重 な 注意 
：省略 

 

． 作用 
省略（変更なし） 
⑴併用 （併用 な こと） 

省略（変更なし） 

． 作用 
省略 
⑴併用 （併用 な こと） 

省略 
 ⑵ 併用 （ と 併用 な こと） 

腎機能に関する臨床検査値に異常が認められる患者

では として併用しないこととするが、 上や

を ないと れる場合にの 重に併用する

こと。  
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

フィブラート系薬
剤 

ベザフィブラー
ト等 
（腎機能に関す
る臨床検査値
に異常を認める
場合） 

急激な腎機能悪化を
伴う横紋筋融解症が
あらわれやすい。自
覚症状（筋肉痛、脱
力感）の発現、CK
（CPK）の上昇、血中
及び尿中ミオグロビ
ン上昇並びに血清ク
レアチニン上昇等の
腎機能の悪化を認め
た場合は直ちに投与
を中止すること。 

危険因子：腎機能
に関する臨床検査
値に異常が認めら
れる患者 
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＜改訂部分抜粋＞ 下線部分を改訂いたしました (   部分を追加、   部分を削除)｡

改訂後 改訂前 

⑵併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 
フィブラート系薬
剤 

ベザフィブラー
ト等 

フ フィブラート
との併用に いては、
い れの薬剤の血中
度にも は ら

れていない。し し
に、HMG CoA

害剤との
併用で、筋肉痛、脱
力感、CK（CPK）上
昇、血中及び尿中ミ
オグロビン上昇を特
徴とし、急激な腎機
能悪化を伴う横紋筋
融解症があらわれや
すい。 

剤 に横紋筋融
解症の がある。 
危険因子：腎機能
に関する臨床検査
値に異常が認めら
れる患者 

省略 (変更なし) 
ト

 
/ ト

 
/ ト

 
 

ブ  

ロ チンとロ
ビ ・ ト ビ を

併用したと ロ
チンの AUC が  2 
、Cmaxが  5 、ア
ザ ビ 及び ト

ビ 剤とロ
チンを併用したと ロ

チンの AUC 
が  3 、Cmax が 7 
、 ビ 及び

ト ビ 剤とロ
チンを併用したと

ロ チンの 
AUC が 1.5 、Cmax

が  2.4 上昇したと
の がある。また本
剤とグレ レビ ・
ブレン ビ 注）

を併用したと 、本剤
のAUC が 2.2 、
Cmaxが 5.6 上昇し
たとの がある。 

薬 剤 が
OATP1B1 及 び 
BCRP の機能を
害する 能性があ
る。 

省略 (変更なし) 
ラフ ブ ロ チンとレ

ラフ ニブを併用した
と 、ロ チン
のAUCが3.8 、Cmax

が4.6 上昇したとの
がある。 

レ ラフ ニブが
BCRP の機能を
害する 能性があ
る。 

ラ / 
 

本剤とグラ レビ
注）及び ビ
を併用したと 、

本剤のAUC が 2.3
、Cmax が 5.5

上昇したとの が
ある。 

薬剤が BCRP 
の機能を 害する
能性がある。 

省略 (変更なし) 
注） 認用量 の用量に る に 。 

⑶併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 
フィブラート系薬
剤 

ベザフィブラー
ト等 
（腎機能に関す
る臨床検査値
に異常を認めな
い場合） 

フ フィブラート
との併用に いては、
い れの薬剤の血中
度にも は ら

れていない。し し
に、HMG CoA

害剤との
併用で、筋肉痛、脱
力感、CK（CPK）上
昇、血中及び尿中ミ
オグロビン上昇を特
徴とし、急激な腎機
能悪化を伴う横紋筋
融解症があらわれや
すい。 

剤 に横紋筋融
解症の がある。 

省略 
ト

 
/ ト

 
/ ト

 

ロ チンとロ
ビ ・ ト ビ を

併用したと ロ
チンの AUC が  2 
、Cmaxが  5 、ア
ザ ビ 及び ト

ビ 剤とロ
チンを併用したと ロ

チンの AUC 
が  3 、Cmax が 7 
、また ビ 及

び ト ビ 剤とロ
チンを併用し

たと ロ チン
の AUC が  1.5 、
Cmaxが 2.4 上昇し
たとの がある。 

薬 剤 が
OATP1B1 及 び 
BCRP の機能を
害する 能性があ
る。 

省略 
ラフ ブ ロ チンとレ

ラフ ニブを併用した
と 、ロ チン
のAUCが3.8 、Cmax

が4.6 上昇したとの
がある。 

レ ラフ ニブが
BCRP の機能を
害する 能性があ
る。 

省略 
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． チ 1 2  
＜改訂部分抜粋＞ 下線部分を改訂いたしました (   部分を追加、   部分を削除)｡

改訂後 改訂前 

削除 
 

 
（ に な こと とする

、 に とする に 重に すること） 

腎機能に関する臨床検査値に異常が認められる患者に、

本剤とフィブラート 薬剤を併用する場合には、 上

や を ないと れる場合にの 併用することとし、

本剤の投与量は 10mg／日を超えないこと。 
〔横紋筋融解症があらわれやすい（ 用 の ）〕 

  
1． 重 （ に 重に すること） 

：省略（変更なし） 
フィブラート 薬剤（ベザフィブラート等）を投与

中の患者 
〔横紋筋融解症があらわれやすい。（ 用 の

）〕 

1． 重 （ に 重に すること） 
：省略 

2．重 な 注意 
：省略（変更なし） 

腎機能に関する臨床検査値に異常が認められる患者

に、本剤とフィブラート 薬剤を併用する場合には、

上や を ないと れる場合にの 併用す

ることとし、本剤の投与量は 10mg/日を超えないこ

と。急激な腎機能悪化を伴う横紋筋融解症があらわ

れやすい。や を 併用する場合には、 に

腎機能検査等を し、自覚症状（筋肉痛、脱力感）

の発現、CK（CPK）上昇、血中及び尿中ミオグロビ

ン上昇並びに血清クレアチニン上昇等の腎機能の悪

化を認めた場合は直ちに投与を中止すること。 

2．重 な 注意 
：省略 

． 作用 
省略（変更なし） 
⑴併用 （併用 な こと） 

省略（変更なし） 

． 作用 
省略 
⑴併用 （併用 な こと） 

省略 
 ⑵ 併用 （ と 併用 な こと） 

腎機能に関する臨床検査値に異常が認められる患者

では として併用しないこととするが、 上や

を ないと れる場合にの 重に併用する

こと。  
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

フィブラート系薬

剤 

ベザフィブラー

ト等 

急激な腎機能悪化を

伴う横紋筋融解症が

あらわれやすい。や

を 併用する場

合には、本剤の投与

量は 10mg／日を超

えないこと。〔自覚症

状（筋肉痛、脱力感）

の発現、CK（CPK）

上昇、血中及び尿中

ミオグロビン上昇並

びに血清クレアチニ

ン上昇等の腎機能の

悪化を認めた場合は

直ちに投与を中止す

ること。〕 

危険因子：腎機能

に関する臨床検査

値に異常が認めら

れる患者 
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＜改訂部分抜粋＞ 下線部分を改訂いたしました (   部分を追加、   部分を削除)｡

改訂後 改訂前 

⑵併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 
省略 (変更なし) 

フィブラート系薬

剤 
ベザフィブラー

ト等 

急激な腎機能悪化を

伴う横紋筋融解症が

あらわれやすい。併

用を必要とする場合

には、本剤の投与量

は 10mg／日を超え

ないこと。〔自覚症状

（筋肉痛、脱力感）の

発現、CK（CPK）上

昇、血中及び尿中ミ

オグロビン上昇並び

に血清クレアチニン

上昇等の腎機能の悪

化を認めた場合は直

ちに投与を中止する

こと。〕 

これらの薬剤も横

紋筋融解症が知ら

れている。 
危険因子：腎機能

に関する臨床検査

値に異常が認めら

れる患者 

省略 (変更なし) 
 

⑶併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 
省略 

フィブラート系薬

剤 
ベザフィブラー

ト等 

急激な腎機能悪化を

伴う横紋筋融解症が

あらわれやすい。併

用を必要とする場合

には、本剤の投与量

は 10mg／日を超え

ないこと。〔自覚症状

（筋肉痛、脱力感）の

発現、CK（CPK）上

昇、血中及び尿中ミ

オグロビン上昇並び

に血清クレアチニン

上昇等の腎機能の悪

化を認めた場合は直

ちに投与を中止する

こと。〕 

これらの薬剤も横

紋筋融解症が知ら

れている。 

省略 
  

4．副作用 
省略（変更なし） 
⑴重大な副作用（頻度不明） 

1)横紋筋融解症、ミオパチー 筋肉痛、脱力感、CK
（CPK）上昇、血中及び尿中ミオグロビン上昇を

特徴とする横紋筋融解症があらわれ、これに伴っ

て急性腎障害等の重篤な腎障害があらわれるこ

とがある。また、ミオパチーがあらわれること

があるので、広範な筋肉痛、筋肉圧痛や著明な

CK（CPK）上昇などに注意すること。異常が認

められた場合には、投与を中止し適切な処置を

行うこと。 
2)～7)：省略（変更なし） 

4．副作用 
省略 
⑴重大な副作用（頻度不明） 

1)横紋筋融解症、ミオパチー 筋肉痛、脱力感、CK
（CPK）上昇、血中及び尿中ミオグロビン上昇を

特徴とする横紋筋融解症があらわれ、これに伴っ

て急性腎不全等の重篤な腎障害があらわれるこ

とがある。また、ミオパチーがあらわれること

があるので、広範な筋肉痛、筋肉圧痛や著明な

CK（CPK）上昇などに注意すること。異常が認

められた場合には、投与を中止し適切な処置を

行うこと。 
2)～7)：省略 
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改訂  
 

剤  

法 日本 化 HMG CoA 害剤（ チン）とフィブラート 薬剤の併用

に関する 改訂の要 が 省 薬・ 薬 全 に れた。これを 、

 30 度  8 薬 等 全 部 全 査 （  30  9  25 日 ）に いて、腎機能に  

関する臨床検査値に異常が認められる患者に る チンとフィブラートの併用に関する注意 に    

いて を行った。 の 、腎機能障害や横紋筋融解症に関する注意 を した上で、

及び 併用 ら 重要な 本 注意 等に注意 を 行することが適切であると れた    

ため、 用上の注意を改訂した。 

ト チ 剤  

  レ ビ （ レ ミ ／ 注）の との 合を るため、アト チン      

剤の に いても、 併用注意 に レ ビ を追加しました。 

チ 剤  

  グレ レビ ・ ブレン ビ （ ィレ ト 合 ）、グラ レビ （グラ ）及び      

ビ （ レ ）の との 合を るため、ロ チン 剤

の に いても、 併用注意 に グレ レビ ・ ブレン ビ 及び グラ レビ ／

ビ を追加しました。 

チ チ  

  29 3 14 日 、 省 薬・ 全 に 、 急性腎不全 という

用 を 急性腎障害 に変更しました。 
に いては、 薬 ・ 機 等 全性  No.341（ 急性腎障害 の用 に いて）を

い。 
 
 
 

薬 機 合機 PMDA ー ー 薬 に関する （http://www.pmda.go.jp/safety/info- 
services/drugs/0001.html）に 並びにDSU が れます。 

 並びに本 は ー ー （http://www.emec.co.jp）にても いた ます。 
 の 合に 、改訂 を した が に までには日 を要しますので、 

の の 用に しましては、本 改訂 を います う い し上 ます。 
 ) 7 

2 1 1 作  


